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も
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催
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平
成
30
年
度
海
田
町
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す

①
孤
立
感
、
焦
り
、
不
安
な
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す

誰
に
も
わ
か
っ
て
も
ら
え
な
い
、
こ

れ
か
ら
先
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
、
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

②
傷
つ
き
や
す
く
、
自
信
が
持
て
な
い

状
態
で
す

社
会
参
加
す
る
こ
と
で
傷
つ
く
こ
と

を
恐
れ
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
と
な
り

ま
す
。

③
人
一
倍
、
物
音
や
周
囲
の
状
況
に
神

経
を
使
い
、
敏
感
で
す

非
常
に
繊
細
で
傷
つ
き
や
す
く
、
周

囲
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
き
や
す
い

状
態
で
す
。

①
焦
ら
な
い
こ
と

と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
家
族

の
対
応
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
で
す
が

変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

②
家
族
も
ひ
き
こ
も
ら
な
い
こ
と

家
族
が
孤
立
し
た
り
、
疲
れ
を
感
じ

な
い
た
め
に
、
相
談
機
関
の
利
用
や
、

家
族
会
へ
参
加
す
る
な
ど
、
気
持
ち

の
は
け
口
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
温
か
く
柔
ら
か
い
雰
囲
気
づ
く
り

原
因
探
し
や
家
族
間
で
責
め
る
こ
と

は
や
め
、
本
人
の
苦
し
さ
や
辛
さ
を

受
け
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
５
月
の
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
保
健
セ
ン

タ
ー
）　
５
月
22
日（
火
）13
時
30
分
〜

（
面
接
相
談
）

●
ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
　

電
話
８
９
３
ー
５
２
４
２

　（
電
話
相
談
・
面
接
相
談
）

●
県
立
総
合
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

電
話
８
８
４
ー
１
０
５
１

　（
面
接
相
談
）

　
自
主
防
災
活
動
の
結
成
・
活
発
な

活
動
や
、
地
域
の
積
極
的
な
防
災
活

動
の
指
導
・
推
進
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
平
成

30
年
度
は
自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

講
座
を
年
4
回
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
第
1
回
は
家
庭
で
ど
の
よ
う
に
災

害
に
備
え
る
か
、
避
難
所
の
生
活
な

ど
に
つ
い
て
座
学
を
行
い
ま
す
。
第

２
回
は
7
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

第
３
回
は
9
月
に
座
学
、
第
４
回
は

10
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
予

定
で
す
。

　
年
4
回
の
講
座
の
う
ち
、
座
学
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
1
回
づ
つ
受
講

さ
れ
た
人
は
海
田
町
の
自
主
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
全
て
の

回
に
出
れ
な
い
人
も
、
都
合
の
良
い

回
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
や
、
不
明

な
点
は
、
生
活
安
全
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

電
話
：
８
２
３
ー
９
２
０
８

F
A
X
：
８
２
３
ー
７
９
２
７

メ
ー
ル
：tiiki@

tow
n.kaita.lg.jp

※

名
前
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電

話
番
号
・
参
加
希
望
回
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

第
１
回

　
■
日
　
時

　
　
６
月
２
日
㈯
　
10
時
〜
12
時

　
■
場
　
所

　
　
ひ
ま
わ
り
プ
ラ
ザ

　
　
4
階
ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル

　
■
内
　
容

　
　「
災
害
に
ど
う
備
え
る
か
、

　
　
避
難
所
生
活
に
つ
い
て
」

　
■
費
　
用

　
　
無
料
　

ひ
き
こ
も
り
と
は・・・
い
く
つ
か
の
要
因
が
重
な
っ
て
、社
会
参
加（
就
学
、就
労
、

家
庭
外
で
の
交
遊
な
ど
）
を
回
避
し
、
原
則
的
に
は
６
ヵ
月
以
上
に
わ
た
り
お

お
む
ね
家
庭
内
に
と
ど
ま
り
つ
づ
け
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

本
人
の
気
持
ち
は…

ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
回
復
の
た
め
に…

相
談
機
関
の
紹
介

（
予
約
制
で
す
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。）

【耐震改修・耐震シェルター】
○次の条件をすべて満たす工事について受け付けます
・建築士事務所に所属する建築士が設計し，工事監理
を行う工事
・建物の増築を伴わない工事
・耐震診断の結果，構造評点が1.0未満の住宅で①～
③に当てはまるもの
①一般改修　建物全体の構造評点を1.0以上とする工事
②段階的改修　2段階の工事に分けて耐震改修を行う
もので、1段階目で建物全体の構造評点を0.7以上と
し、かつ、2段階目で1.0以上とする工事
③耐震シェルター　建物の1階部分（避難できる外部に面
した寝室など）に所定の耐震シェルターを設置する工事

○次の金額を補助します
一般改修◆耐震改修工事に要する費用（税抜）の

1/2まで（上限額 60万円）
段階的改修◆1段階目　耐震改修工事に要する費用

（税抜）の1/2まで（上限額 40万円）
　　　　　  2段階目　耐震改修工事に要する費用

（税抜）の1/2まで（上限額 60万円か
ら1段階目の補助額を控除した額）

耐震シェルター◆耐震シェルター設置工事に要する
費用（税抜）の1/2まで（上限額
20万円）

○添付書類
　　申請する住宅の付近見取図、登記事項証明書、建築
確認通知書の写し、耐震診断結果報告書の写し、耐震
改修工事に関する書類・図面、工事費の見積書の写し、
設計および工事監理を行う建築士の免許証の写し、外
観写真、その他必要な書類

○注意事項
　　申し込みにあたっては、あらかじめ建築士による耐
震診断が必要ですが、町の補助金を受けたものでなく
ても申し込みできます。

○
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
建
物
が
補

助
対
象
で
す

・
町
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
地
階

を
除
く
階
数
が
2
以
下

・
所
有
者
自
ら
が
居
住
す
る
一
戸
建

て
住
宅
、
ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅

（
居
住
部
分
の
面
積
が
延
べ
面
積
の

1
／
2
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

※
賃
貸
住
宅
は
除
き
ま
す

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築

に
着
手
し
た
在
来
軸
組
工
法
ま
た

は
伝
統
工
法
（
主
要
な
柱
の
径
が

14
㎝
以
上
）
の
建
物

・
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
建
て
ら

れ
た
も
の

○
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
が
申
請

で
き
ま
す

・
町
に
住
民
票
を
有
す
る
対
象
住
宅
の

所
有
者
で
、
現
に
居
住
し
て
い
る
人

・
町
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

○
申
し
込
み
方
法

　
5
月
1
日（
火
）か
ら
9
月
28
日（
金
）

ま
で
の
期
間
（
申
し
込
み
先
着
順
）

ま
で
に
建
設
課
（
役
場
２
階
）
で
配

布
す
る
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添
え

て
，
建
設
課
へ
。（
申
請
書
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。 

く
ら
し
の
情
報 

→ 

住
ま

い
・
道
路
・
交
通 

→ 

住
宅
支
援 

）

※
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申

し
込
み
多
数
の
場
合
は
早
期
に
終
了

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
耐
震
診
断
ま
た
は
耐
震
改
修
工
事

な
ど
は
町
か
ら
補
助
金
の
交
付
決

定
を
受
け
た
後
に
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

・
来
年
2
月
28
日（
木
）ま
で
に
完
了

し
、
町
に
実
績
報
告
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
他
の
制
度
に
よ
る
補
助
金
や
給
付

を
受
け
て
行
う
診
断
ま
た
は
工
事

の
部
分
は
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

《算定例》
例①　耐震改修工事費が150万円（税抜）の場合
　1,500,000円×1/2=750,000円＞600,000円となり
　補助金額は60万円となります。
例②　耐震改修工事費が100万円（税抜）の場合
　1,000,000円×1/2=500,000円＜600,000円となり
補助金額は50万円となります。

地震に強い住 ま い づ く り を支 援 し ま す ！

【耐震診断】
○次の耐震診断について受け付けます
・町の登録を受けた木造住宅耐震診断資格者に依頼して
行うもの

○次の金額を補助します
　　耐震診断に要する費用（税抜）の1/2まで（上限額 
6万円）

○添付書類
　　申請する住宅の登記事項証明書、建築確認通知書の
写し、見積書の写し、診断費用の見積書の写し、その
他必要な書類

○木造住宅耐震診断資格者について
　　平成30年4月1日現在、9名の建築士が登録していま
す。建設課または町ホームページで確認できます。

　
平
成
７
年
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
り
多

く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
倒
壊
し
た
建
物
の
多
く
は
、
昭
和

56
年
以
前
の
旧
耐
震
基
準
に
よ
り
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。
町
で
は
、

木
造
建
物
の
耐
震
改
修
を
促
進
し
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
、

住
民
の
皆
さ
ん
が
行
う
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
工
事
お
よ
び
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
工
事
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
「
耐
震
診
断
」
と
「
耐
震
改
修
ま
た
は
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の
補
助
制
度
は

併
用
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
課

　
☎
8
2
3
ー
9
2
0
9

　
蕭
8
2
3
ー
9
2
0
3

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・

　
耐
震
改
修
補
助
事
業

　「危険水位等の設定要領の改訂について」（平成26
年４月８日 国土交通省）を踏まえ、広島県と関係市
町が協同し、県内における県管理河川の基準水位変

更に関する検討が実施され、海田町が関連する瀬野
川の基準水位については、以下のとおり変更となり
ました。

　海田町では、基準水位に基づき、避難に関する呼
びかけを行います。住民の皆さんは、防災行政無線、

海田町防災情報メール配信サービス、テレビのデー
タ放送などを活用し、情報の収集に努めてください。

基準水位の名称 水　位
避難判断水位 1.90ｍ
氾濫危険水位 2.40ｍ

生活安全課　☎823ー9208　蕭823ー7927

○ 現行（見直し前）
基準水位の名称 水　位 避難の呼びかけの目安
避難判断水位 2.20ｍ 「避難準備・高齢者等避難開始」発令の目安
氾濫危険水位 2.90ｍ 「避難勧告」発令の目安

○ 見直し後

　海田町では、全国瞬時警報システム（通称：Jア
ラート）による訓練を次のとおり実施します。
実施日時◆５月16日（水）11時
対象設備◆�町内に設置されているスピーカー、防

災行政ラジオ、戸別受信機（避難所な
どに設置）から右記の音声が放送され
ます。

生活安全課　☎823−9208　蕭823−7927

♪上りチャイム♪
これは、Jアラートのテストです。
 ※３回繰り返し。
こちらはぼうさい海田町です。
♪下りチャイム♪　

放送内容

全国瞬時警報システム（Jアラート）の伝達訓練について

瀬野川（県管理河川）の基準水位変更について


